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自然素材の利用

地球の物質循環

廃棄の文化から還す文化へ

自然に還る建築

長い時間軸での建築循環

自立循環する建築

循環するマテリアル

ごみの循環 都市の循環

地球の循環

人の循環

地球で起きている問題

世界では6秒に1人の子どもが飢え死にし、7秒に1人の人間が、必要な治療を受けられずに亡くなっている。

9人に1人の人間が栄養失調状態にあり、10人に1人の人間が私たちが洗車にすら使わないような水を飲んでいる。

住民10万人当たりの医師数はキューバの672人に対して、エチオピアではたったの3人しかいない。

40年間で地球上の脊椎動物の半分が、また30年間でヨーロッパに生息する飛翔性昆虫の80％が消失した。

海洋プラスチックの量は、まもなく魚の総重量を越える。

毎分2400本の木が切り倒され、干ばつ、洪水、竜巻などによって、何百万人もの避難民が生きる土地を失った。

地球温暖化は、科学者の予想の2倍の速度で進み。気温はすでに1.2度上昇している。

地表の20％を覆っている永久凍土が溶解し、二酸化炭素より温暖化の影響が大きいメタンが放出されている。

2050年までに5度の気温上昇が予測され、2億5200万年前、惑星の気温が5度上昇したことにより、生物の大量絶滅が起きたとされている。

気温が1度上昇すると農作物の収穫量が10%減り、世界の人口増加から考えると、現在から今世紀末にかけて、50%増えた人口を50%少ない食料で維持しなくてはならない。

気温が1度上昇するとマラリアなどの病気を運ぶ原虫が増殖する速度が10倍になる。

世界では、大気汚染が原因で毎年730万人が亡くなっている。

二酸化炭素濃度が高まり、オゾン濃度が高まると自閉症の子どもの数が増加すると考えられている。

現在地球上の酸素の20%はアマゾンの森林が生み出しているが、アマゾンでは大規模な森林破壊と砂漠化が進んでいる。

水や石油、農耕地、鉱物などの自然資源の枯渇と、それによる戦争の危機。

海洋生態系を脅かす化学物質やプラスチックによる汚染の拡大。

地球との距離感個人

住宅地
住宅地

住宅地

住宅地

鉄道により、都市が分断課題 1

谷底地形によって、公園と住宅地が分断課題 2

観光スポットとなっている歴史的・文化的施設など魅力が点在課題 5

駅からの交通アクセスが悪い課題 3

市民が日常利用する機会が少ない課題 6

公園によって住宅地が分断課題 4

旧水戸藩の最大規模の藩校。
現在は観光地として親しまれる。

水戸城内で最も格式が高い門の
復元が完了し、巨大な櫓門であ
り、水戸城跡のシンボル。

水戸城本丸の門が現存

旧水道小、農高など歴史的建物
の見学ができる

日本三大庭園のひとつで、梅まつりや桜まつりが毎年開催

水戸城内に存在していた角櫓

市街地の中央にあって千波湖とその周辺の緑地からなり自然豊かで、様々なイベントが行われる。

吉村順三による近代美術館

ホールやシンボルとなる塔が
複合した、磯崎新による芸術館

平安時代末期には、常陸大掾氏一門の馬場資幹が、水戸台地に館を構えた。これが水戸城の最初と言われる。

1609 年（慶長 14年）徳川家康の第 11子徳川頼房が水戸城主となり、徳川御三家の一つ水戸藩が創設された。

　　　　江戸幕府が倒され、1871 年に廃藩置　県が行われるまで、家康の末子の頼房の子孫が代々藩主を務めた。

1842 年（天保 13年）：徳川斉昭が藩主となり幕末に水戸藩が政治的に重要な地域になる。

1871 年（明治 3年）8月 29日：廃藩置県により茨城県に属し、水戸は県庁所在地となった。

1896 年（明治 29年）：偕楽園にて「水戸の梅まつり」が始まる。

1897 年（明治 30年）2月 25日：常磐線水戸駅開通。水戸測候所（現在の水戸気象台）開設。。

1947 年（昭和 22年）：水戸公園を弘道館公園と改称する。

1952 年（昭和 27年）：弘道館が国の特別史跡に指定される。緑岡村の全部と上大野村の一部を編入する。

1954 年（昭和 29年）：八幡宮本殿が、国の重要文化財に指定される。

1958 年（昭和 33年）：偕楽園の好文亭の復元工事がされて完成する。

1961 年（昭和 36年）：水戸の七夕黄門まつりを開催する（以後毎年開催）。

1977 年（昭和 52年）：彰考館徳川博物館開館。

歴史館
水戸芸術館

偕楽園

茨城県近代美術館

千波公園

薬医門

大手門

弘道館

二の丸角櫓

 徳川頼房時代による拡張・整備によって上町の城下町を広げるとともに、千波湖東側の低地を埋め立てて新しい町人町をつくり、上町の町人をここへ移して商工業の

中心にした。現在、水戸市では水戸城跡周辺地区の歴史的景観の向上をはかることで、水戸の魅力を高め、歴史的資源を観光資源とし、市民や観光客が集い、交流す

る場となるような歴史まちづくりを進めている。

　ブラックボックス化されたごみの循環をゆるやかに解き、大きな時間軸と大きな環境の中で、モノの廃棄と資源、エネルギーの生産と消費、水や熱や光の流れ、自然の生態系、さらには人の社会とその営みといった『循環』の中に、浮かぶ建築を提案します。

　地球の物質循環からみると廃棄するという行為は存在せず、廃棄物は燃やすことで、違う物質へ循環します。廃棄という行為そのものを疑うことで廃棄の文化から再資源化して還す文化へと変わります。排他的で閉じられたインフラではなく、都市の日常の中で場所や人に寄り添い、図書館のように当たり前に、

ごみの循環が人の営みの中に楽しげにある新しい公共建築の姿を目指します。

concept sketch

　地球はひとつの生命体であり、大地や大気や海洋、生物圏に住む生命体、そうした有機物と無機物がすべて連なり合い循環することでひとつの生命体として存在しています。これを『物

質循環 (生物地球化学的循環 )』と呼びます。

　この、地球は恒常性を保った巨大なひとつの生命体であるという考え方は、「宇宙船地球号」「沈黙の春」など様々な文献やメディアで伝えられてきました。でも、それが本当は何を

意味することなのか理解しないまま、私たちはそれを利用し、その循環を乱し続けてきてしまいました。

　自然破壊・環境汚染・気候変動・生態系破壊やそれに関係する地球上で起きている様々な問題は、行き過ぎた人間の経済成長や産業発展によるテクノロジーによって、物質循環を乱

してしまった結果です。これまで人は、地球を広大な資源の略奪対象と捉え、動物や生物をその生産性によって判断し、経済という機械を動かすための歯車とみなしていました。

改めて、地球はひとつの生命体であり、人間や社会もその一部であって、物質循環の中にあることを考えます。

　コンビニに募金箱が置いてありました。そこには、100円募金するだけである国に住んでいる子どもひとりの命が救えると書いてありました。みな、毎日のように

コンビニを利用しているのにほとんどの人が募金をしません。私もしていませんでした。でも、もし目の前で死にそうな子がいたらほとんどの人が助けようとするだ

ろうと思いました。この違和感、気味の悪さ、不快感はしばらくなくなりませんでした。

　これは、地球との距離感の問題だと考えました。自然破壊・環境汚染・気候変動・生態系破壊やそれに関係する地球上で起きている様々な問題が、私たちの日常生

活を裏で支えているものによって引き起こされていることに無自覚、もしくは意識的に無意識なのではないかと。

　卒業設計から、2年間この違和感に対して様々な角度からアプローチしてきました。

　本提案では、そういった背景のもと、建築のもつ力強さを信じて、『図書館に本を借りにくるように、ごみを循環させに来る』、そんな、豊かで開かれた公共性のあ

るごみ循環施設を提案します。

「 物質循環 」：イメージ図

※WIRED（ワイアード）VOL.35 引用

　現在、人々の生活を裏側支えているごみ処理場・発電所・下水処理場などのインフラ施設は、人々から煙たがられ生活圏から離れた所に建設され、人々の生活

からかけ離れています。それによって、自身の日常生活の裏側に様々な地球の環境問題を引き起こす大きな原因があることに無意識であると考えます。日常の営

みの中に、裏側が見え隠れし、人間ひとりひとりの意識そのものが変わることが様々な環境問題の根本的な解決に繋がるのではないかと考えました。

　そこで、排他的で閉じられたインフラではなく、都市の循環を読み解き、緩やかに開かれたインフラを模索します。

排他的で閉じられたインフラ

緩やかに開かれたインフラ

　かつての日本では、壊れたものは直して使い、生ごみは肥料にし、いらなくなったものは物々交換するといった文化があり、現在のようにごみという概念が根付いていませんでした。近代

化以降、技術の発展や経済成長、人口増加、大量消費などの影響で徐々にごみが増加し、ごみの処理も各個人の手から離れていきました。ごみとはなんなのか、捨てるとはどういった行為なのか、

改めてごみとの距離感、関わり方を見つめ直す必要があるのではないでしょうか。

 ・近代化以降 (1800 年代後半～1900 年代前半 )

ごみの収集・処理は、排出者が自己処理し、民間業者が収集と有価物の選別を行い、売却し利益を得ていた。路傍や空き地にごみが投棄され、不衛生な状態で堆積。人と物の交流が活発になったことに付随し、様々

な伝染病が流行したため、公衆衛生の向上が重視されるようになった。 →焼却施設は一般的ではなく、ごみを積み上げて火を放ち、その上に又ごみを積み上げて延々と燃やすという「野焼き」が行われてた。

・戦後 (1945～1950 年代 )

経済発展及び都市への人口集中に伴って都市ごみが増加した。当時は、各戸からのごみ収集は、人が手車で行い、その行動範囲の狭さ、人力ゆえの限界により、ごみ排出量の急増に対応できなかった。清掃事業は、

既に市町村の義務とされていたが、国や都道府県、住民と連携が十分に整備されておらず、都市ごみ問題の拡大した。→各都市でごみ焼却施設の導入が促進され、収集・運搬に関しても、効率的・衛生的な作業を目的に、

地方自治体と民間の協働で「収集作業の機械化」が行われた。

・高度成長期（1960 年代～ 1970 年代）

　所得の増加、家電の普及、スーパーやコンビニによる販売方式・消費行動の変化などにより、大量生産・消費型の経済構造が進展し、都市ごみは急速に増加・多様化した。また、都市開発による建設廃材が大量に

排出されるようになった。→廃棄物を「産業廃棄物」と「一般廃棄物」の２つに区分し、一般廃棄物は市町村が処理責任を有する一方、産業廃棄物については排出事業者が処理責任を有することを規定。

・高度経済成長～バブル期（1980 年代後半～ 1990 年代前半）

消費増大や生産活動の拡大により、廃棄物排出量が増加し続け、大型化した家電製品など適正処理が困難な廃棄物の出現や容器包装の使用拡大など、種類がより一層多様化し、ペットボトルの普及も始まった。

・1990 年代～ 2000 年代

廃棄物の排出抑制と分別・再生（再資源化）が目的化、廃棄物の発生抑制及び環境の保全を目指し、製品の設計・製造段階における環境への配慮、事業者による自主回収・リサイクルシステムの構築などが規定。民

間事業者との協力により、リサイクル技術の開発を活発に行うことで、再生利用への取組を進展。大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済システムから脱却し、3R の実施と廃棄物の適正処分が確保される循環型社

会の形成を推進するために、「循環型社会形成推進基本法」（循環基本法）を制定。天然資源の消費が抑制され、環境負荷が低減されるという循環型社会の姿を明示。

壊れたもの

使わなくなったもの

生ごみ

直して使う

物々交換する

肥料にする

ごみの増加・多様化

近代化以前

『循環』に浮かぶ建築 - ゆるやかに開かれたインフラ -

1 . コンセプト-『循環』に浮かぶ建築 -

4 . 問題提起 - ブラックボックス化されたインフラ -

5 . 歴史 - ごみと人 -

6 . 調査 - 茨城県水戸市 -

2 . はじめに - 地球との距離感 -

3 . 背景 - ひとつの生命体としての地球 -

  水戸の中心地にある、千波湖湖畔の千波公園、偕楽園を中心とした「偕楽園公園」は、千波湖から放射状に伸びた公園・緑地が市街地に食い込む形状をなしており、都市でありながら人の生活圏内に豊かな自然が共存している都市構造を持っている。偕楽園公園は豊かな自然を有し、多様な種の鳥類、近

郊の緑地の湧水が湧く湿地には市街地近郊でありながらホトケドジョウ等の絶滅危惧種の淡水魚類や蛍などの多様な昆虫など、生態系ができている。c また、徳川頼房時代による拡張・整備によって上町の城下町を広げるとともに、千波湖東側の低地を埋め立てて新しい町人町をつくり、上町の町人をこ

こへ移して商工業の中心にしたことにより、現在、水戸市では水戸城跡周辺地区の歴史的景観の向上をはかることで、水戸の魅力を高め、歴史的資源を観光資源とし、市民や観光客が集い、交流する場となるような歴史まちづくりを進めている。

  一方で、課題としては、魅力が点在し、それぞれの観光スポット同士のアクセスの悪さや駅からのアクセスの悪さ、市民からの日常利用が少ないなどの問題点が挙げられる。また、公園内に鉄道が通っていることや、公園が谷型の地形であることから公園そのものによって、住宅地や市街地が分断されてしまっ

ている。また、そこを行き交う道路は数本しかないため、交通渋滞や公園内の駐車場、公共交通でのアクセスの悪さが問題として挙げられる。公園へのアクセスは、自家用車が多く、歩きや自転車などでのアクセスは少ない。
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ごみ処理機能 他機能に用途変更

GL＋22,000

GL＋0

GL＋20,000

GL＋17,000

GL＋25,000

GL＋22,500

GL＋19,000

大きい広場のある公園に対してごみ処
理設備の合間を縫うように休憩所や展
望台、テラスを設け、断面的に階段や
スロープ、EV で繋ぐことで様々なレ
ベルで公園全体を見渡せる展望公園を
設計した。

焼却炉等の設備は、別構造で木造のフレームの中に組み込むこと
で、人の居場所は、親しみやすい木で構成され、ヒューマンスケー
ルに馴染むように設計した。また、外部に組まれた木が人だけで
はなく鳥などの動植物の居場所になる。

ごみピット側面には、個人が持ち込んで捨てられる
ミニピットを設けたり、人の動線や休憩所から設備
機器がアート作品のように見えるように設計した。

ごみピットからのクレーン移動や、焼却炉、灰や煙の移動等の断面的な関係性に着目し、斜面地を選択した。急な斜面地によって公園と住宅街が分断されていたため、斜面にボリュームを分散させることで展望施設として様々なレベルで水戸の風景を望める計画とした。また、大きいボリュームにならざるおえな

い焼却炉等の設備をそのまま地面に建てるのではなく、別構造で木造のフレームの中に組み込むことで、人の居場所は、日本人に親しみやすい木で構成され、ヒューマンスケールに馴染むように設計した。また、外部に組まれた木が人だけではなく鳥などの動植物の居場所になることを想定した。施設内で生まれ

た熱や電気は周辺施設で利用し、コンポストや灰は灰肥料として農家へ、施設内の水は湧水や雨水を再利用し、濾過したあとは池へ流す。

時間変化ダイアグラム

ごみ処理能力を持った機能は、ごみの減少に合わせて他機能に用途変更できる。

平面ダイアグラム

1. 斜面に対してごみ処理の動線に合わせて機能を分散配置する

2. 住宅地と公園を繋ぐように、ごみ処理の流れを体験できる多様な動線を計画する

3. 多様な展望と自然との関係性をつくる

建築構成アクソメ

屋根 - ガルバニウム鋼板

天井 1- スラグ石膏板

木構造 ( 主構造 )- 檜規格材

天井 2- ボリカーボネート

鉄骨構造 ( 設備室 )

A’

A

B’

B

プラットフォームからごみピットを見る

遊歩道から見えるごみ処理設備様々なレベルからの展望と自然との関係

楽しげな立体動線と絡み合うごみの循環動線

設計手法

S t e p 1 . ごみ処理施設のスケールを落とす S t e p 2 . 集約しているごみ処理施設の機能を分散させる Step3. 都市的課題と公共交通路線の重ね合わせから敷地を選定する

現在の市に 1 つごみ処理場がある現状から、ごみの集約範囲を分解し、
人口規模に応じて、スケールを落として図書館のようにエリアごとにご
み処理施設をつくる。

1 つの建築に集約しているごみ処理機能を、燃えるごみ、燃えない・粗
大ごみ、プラスチック類、缶・ビン類、紙・布類の 5 つのごみの分類で
機能を分散します。

主要なバス路線沿いかつ都市的課題をかかえている 5 つの敷地を選定し、同時に都市におけ
るゴミ収集車によるごみの流れとバスによる人の流れの類似性に着目し、ごみ収集機能をもっ
たバスという新しいモビリティを同時に計画します。

水戸市に 1 つ

s i te1 . 燃えるごみ循環施設

si te3 . 缶・ビン類循環施設 の 5 つのごみ分類で機能を分散

s i te4 . プラスチック類循環施設

si te5 . 紙・布類循環施設

si te2 . 燃えない・粗大ごみ循環施設

エリアごとに 1 つ

都市におけるごみ ( ごみ収集車 ) の流れ

家庭ごみ→集積所→収集車→ごみ処理施設 出勤・通学→バス停→バス→駅等

都市における人 ( バス ) の流れ

site1: 燃えるごみ

site2: 燃えない・粗大ごみ

site4: プラスチック類

site3: 缶・ビン類

site5: 紙・布類

site1: 燃えるごみ→展望公園

site2: 燃えない・粗大ごみ→リサイクル体験公園

site3: 缶・ビン類→観光センター

site4: プラスチック類→温室ブルーベリーカフェ

site5: 紙・布類→古本・古着交換所

ごみ収集車の特殊性と公共性に着目し、施設間を巡るモビリティとして、
人とごみを載せて都市をを循環する新しくかわいい公共交通を提案する。

・都市を循環する新しいモビリティ

ごみ収集機能バス機能
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2439.01 5045 2129.84

9613.85

29
65

29
65

2060

2490

2060

2490

集積部　開

循環するモビリティ　s=1/100

歴史館

水戸芸術館

偕楽園

茨城県近代美術館

千波公園

薬医門

弘道館

二の丸角櫓

大手門

ヘイケボタル

ゲンジボタル

アマガエル

カワニナ

アキアカネ

ギンヤンマ

シオカラトンボ

ミズカマキリ

セスジユスリカ

イトミミズ

サカマキガイ

エラミミズ

ヒル

アメリカザリガニ

テナガエビ

モンシロチョウ

モンキチョウ

アゲハチョウ

シジミチョウ

アブラゼミ

ヒグラシ

コガネムシ

コクワガタ

ノコギリクワガタ

ツクツクボウシ

ミンミンゼミ

キリギリス

アメンボ

カメムシ

テントウムシ

ガガンボ

カミキリムシ

バッタ

ミツバチ

スズメバチ

カブトムシ

昆虫類

鳥類

樹木類

クヌギ コナラ アカマツ

桜類

イズヨシノ

ソメイヨシノ

イトザクラ

エドヒガン

ベニシグレ

シキザクラ

ネコヤナギ クサヨシ ハンノキ ショウブ

水生植物

コイ

ゲンゴロウブナ

モツゴ

ヌマチチブ

ハクレン

オオクチバス

ウナギ

ドジョウ

ブルーギル

メダカ

ナマズ

ワカサギ

魚類

燃えるごみ循環施設 ( 展望公園 )

・プラットフォーム

・ごみピット

・ランドスケープ

・シンボル

・展望台

・植物園

・カフェ・休憩所

・トイレ
・更衣室

燃えるごみ循環設備

燃えないごみ循環設備

・レンタサイクル

・レンタサイクル

・公園

・休憩所

・バス停

・洗車場

・古着屋

・古本屋

布類 紙類 紙パック

段ボール 新聞

・バス停

・休憩所

紙・布類回収センター

・ブルーベリーカフェ

・芝生公園

・観光センター

・宿泊施設

・川

・親水空間

・ランドスケープ・バス停

・駐車場

缶・ビン回収センター
・アルミ缶
・スチール缶
・ビン

プラスチック回収センター

・バス停

・みんなの畑

・駐車場

・ブルーベリー温室

・紙類

・新聞

・段ボール

・布類

・紙パック類

・ペットボトル

・白色トレイ

・プラスチック製容器

・ターミナル

・駐車場

・少年の森公園

・遊具

・アスレチック ・リサイクル体験施設

・リサイクル品販売所

・プラットフォーム

・燃えないごみピット

・粗大ごみピット

・粉砕機

・選別機

・バス停

・焼却炉

・乾燥炉

・減温塔

・発電機

・飛灰塔

・バグフィルタ

燃えない・粗大ごみ循環施設 ( リサイクル体験公園 )

缶・ビン類循環施設 ( 宿泊体験＆観光センター )

枝・落ち葉

生ゴミ

コンポスト

再利用

持ち込み

持ち込み

物々交換

物々交換

ランニング

持ち込み

リサイクル

持ち込み

周辺施設へ電気

粗大ごみ

家庭

ごみ

ペットボトル

白色トレイ

プラスチック製容器

通勤・通学

遊びに来る

遊びに来る

遊びに来る

捨てに来る

観光

観光

遊びにくる

観光

観光

体験

観光

住民

観光

観光

観光客

住民

観光

ごみの循環体験

こども

こども

こども

住民

都市を循環するモビリティ

紙・布類循環施設 ( 古本・古着屋 )

プラスチック類循環施設 ( 温室ブルーベリーカフェ )

缶・ビン

持ち込み

リサイクル

水

肥料

肥料
農家

紙・布類

缶・ビン類

プラスチック類

・新聞とチラシ
・段ボール
・本や雑誌
・内側が白い紙パック
・包装紙や紙箱
・ラップの芯
・ワイシャツ
・ブラウス
・スーツ
・シーツ
・トレーナー

・発泡スチロール
・カップ麺の容器や外装フィルム
・お菓子のビニール袋
・シャンプーのボトル
・みかんのネット
・納豆のパック

燃えるごみ

・生ゴミ
・汚れた紙類
・記入済の用紙類
・紙おむつ
・おもちゃ
・クリーニング店のハンガー
・ビデオテープ
・DVD
・靴
・カバン
・毛布
・布団
・枕
・座布団
・落ち葉や枝

燃えないごみ

・炊飯器
・ストーブ
・掃除機
・空気清浄機
・電気ポット
・刃物
・食器
・LED電球
・自転車
・鍋ややかん
・フライパン
・アルミホイル
・マニキュアのびん
・塗り薬のビン
・哺乳ビン
・塗料缶

・ジュースの缶
・粉ミルクの缶
・サバ缶
・ジャムのビン
・ワインのビン

有害ゴミ粗大ゴミ

・アルカリやマンガン乾電池
・ボタン型コイン型電池
・蛍光灯
・水銀体温計
・ヘアスプレー缶
・殺虫スプレー
・卓上用カセットボンベ
・使い捨てライター

・電子ピアノ
・タンス
・ソファ
・テーブル
・食器棚
・ベッド
・マットレス
・物干し竿

・卵のパック
・調味料のチューブ
・肉魚や総菜の白色トレイ
・ジュースやお茶のペットボトル
・調味料のペットボトル

ごみの循環

都市の循環

地球の循環

人の循環

観光

体験

住民

観光客

7 . 提案 - 循環する文化をつくる - 9 . 設計

8 . 連環図 - 循環するアクターネットワーク -



- s i t e 3 . 缶・ビン類循環施設・宿泊体験＆観光センター -

缶・ビン類循環施設　1階平面図　s=1/200　
0 2 10 20 40
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観光センター
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ストックヤード

バス停

エントランス

広場

廊下

縁側

河川敷

大階段
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缶・ビン類回収センター
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駐車場
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洗面所
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缶・ビン類選別スペース吹き抜け

休憩室
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缶・ビン類循環施設　3階平面図　s=1/400　

缶・ビン類循環施設　2階平面図　s=1/400　

平面ダイアグラム

1. 回収センターの関係から道路と川に並行に配置 2. 道路側にバス停、川側に軒下空間と大階段、それを繋ぐように観光センターを配置

かつて水運が栄えていた歴史のなか、現在では豊かな利用が見れなかったため、川と建築とランドスケープを親水空間としても豊かになるように設計した。

川と道路に並行に計画し、缶・ビンを処理する空間を鉄骨、それを覆うように人の居場所を木架構の連続と缶を再利用したアルミ屋根で設計した。

駅から徒歩で行ける距離に缶ビン回収センターを設け、
同時に観光客が千波公園、水戸の観光拠点となるよう
に観光センターを計画した。また、水戸の新しいごみ
との関わり方を体験できる宿泊施設を 3階に設計した。

宿泊施設利用者は、ここを拠点にバスを利用して水戸を観
光できる。また、宿泊の際にでたごみをバスに乗って循環
施設を回ることで自分で捨てる体験を提供する。

A’

A

B’B

バス停と連続する缶・ビン類回収センター 観光センターから缶・ビン類の循環を見る
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燃えない・粗大ごみ循環施設　　3階平面図　s=1/400　
0 1  5 10 20
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燃えないゴミ受入貯留ヤード

公園

公園

駐輪場

バスターミナル

バスターミナル

駐車場

公園

B

B’

A’

A

燃えるごみ循環施設同様、粉砕機やコンベアなど断面的な関係性から斜面地を選択し、豊かな施設外部が孤立した高地にある公園と連続し、大規模駐車場計画地に落ちてきて繋がるように設計した。駐車場予定地は、
一般駐車場の他に、設計したモビリティのターミナルや洗車場ともなる。粗大ごみは捨てる前に、リサイクルできないか分別する工程を挟み、施設内にはリサイクル体験センター、リサイクル品展示・販売所を設けた。

公園とプラットフォームが接続し、公園がスラブによって連続し駐車場に繋
がる。公園に遊びにきた子どもたちが、粗大ごみでリサイクル体験をしたり、
大きな屋根の下で休憩する。一般駐車場の他に、設計したモビリティのター
ミナル、洗車場、レンタサイクルなど公園全体のモビリティ拠点となる。

燃えない・粗大ごみ循環施設　1階平面図　s=1/1000　

燃えない・粗大ごみ循環施設　2階平面図　s=1/1000　

燃えないゴミ選別スペース

リサイクル体験スペース

燃えないゴミストックヤード

リサイクルショップ

1. 斜面に水平にごみ処理機能を配置し、既存動線を拡張 2. 斜面上の公園がこぼれ落ちていくようにごみ処理と絡み合わせながら駐車場と繋ぐ

平面ダイアグラム

・公園と連続するスラブ
子どもたちが遊びに来る感覚でごみを捨て
に来たり、リサイクル体験をしに来る

・リサイクル体験センター
公園内には、粗大ごみやまだ使えるごみの
リサイクル体験ができるスペースを設けた。

バス停
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燃えない・粗大ごみ循環施設　　AA’断面図　s=1/200　

・公園と連続するスラブ
子どもたちが遊びに来る感覚でごみを捨て
に来たり、リサイクル体験をしに来る

木造の大屋根

RC 躯体

屋内休憩所

大屋根下広場

駐車場

ごみ処理の縦動線から斜面地を選択

駐車場側から見上げる

公園と接続する燃えない・粗大ごみ回収センター
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バス停廊下縁側

河川敷

缶・ビン類循環施設　長手断面図　s=1/200　

アルミ缶を再利用した屋根

缶・ビン類循環施設　短手断面図　s=1/200　

観光センター無色カレット
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客室

客室

洗面所 洗面所 洗面所客室 客室

缶・ビン類選別スペース

缶・ビン類選別スペース

- s i t e 2 . 燃えない・粗大ごみ循環施設・リサイクル体験公園 -



- s i t e 4 . プラスチック類循環施設・温室ブルーベリーカフェ -
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プラスチック類循環施設　　平面図　s=1/400　
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プラスチック類選別スペース吹き抜け

吹き抜け

吹き抜け

カフェ

温室

ブルーベリーの木

ピロティ

みんなの畑

プラスチック類
回収センター

ペットボトル
ストックヤード

白色トレイ
ストックヤード

その他プラスチック類
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公園全体のなかでも最も利用の少ないエリアに、プラスチックの循環施設とその機械類の排熱を利用したブルーベリーを栽培する温室とカフェを設計した。外壁や温室はプラス

チックの再生ポリカを想定し、住宅地と公園の結節点となり、利用が少ない公園へ人を呼び込むきっかけとなる。また、公園内のランドスケープと連続するよう建築計画をした。

コンポスト肥料を用いたみんなの畑で育てた作物や、
機械の排熱で温める温室でブルーベリーを栽培し、カ
フェで提供する。また、遊歩道を計画することで、住
宅街と公園をランドスケープで繋ぐ。

1. 回収センターの関係から斜面に並行に配置 2. バス停、カフェによって公園と斜面と市街地を繋ぐ 3. 温室で人と空気の溜まり場を囲う

平面ダイアグラム
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プラスチック選別スペース

プラスチック類
ストックヤード

機械排熱による温室 バスターミナル

紙・布循環施設　立面図　s=1/200　
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N

平面ダイアグラム

5 つの施設のなかで唯一公園と接続していないが、新市民会館や芸術館の近くであり、循環拠点のひとつとして必要であると考え選択した。紙や布は、分別し処理する前段階までの工程なので大きな機械類は必要なく、駅や商業施設の近くに一次ストックする感覚である。本や服などは捨てるのではなく 2 階に物々

交換ができる施設を計画した。

紙や布、段ボールなどは、今のごみ処理施設でも一次ストックである。ここで
は、機械設備が必要でないので比較的小さなボリュームで大きな屋根下空間で
休憩所、回収センターを計画し、2 階は古本や古着を物々交換できる場所を設
計した。

敷地周辺のは昔ながらの駅前商店が次々と閉店し、壊され、　空き地
や駐車場となってるエリアでもある一方で、大きな商業ビル、芸術館、
新市民会館が近くにあり、市民が日常的に利用する場所となる。

みんなの休憩所
バス停

みんなの休憩所バス停

ダンボール

ダンボール

トイレ

新聞
紙パック

紙パック

布類

その他紙類

EV

EV
テラス

古着交換所

古本交換所

古本交換所

古本交換所

1. 集積所に対して人と車両の動線から円形の平面ボリューム

2. 中心に休憩所とバス停を配置する

3. 中心に動線を通す

A’

A

- s i t e 5 . 紙・布類循環施設・古本・古着屋 -


